
















































































































































































































































(A) 720C +180V +130m=1080 
180m 








=170% -720C十180V十100h 50 
と発展的に考察されているのである。
このC段階を数字をあらためて説明すれば次のようである。
1 年間に投下される総産業資本を720C 十180V ニ900とし，剰余価値率を 100~ちとすれば，生
































































































180 1 ~ 1 







































2_ ___2___ __1 ，~..__，，__， ____10 
(3)1030の価値ある商品は生産価格としては 686::C +171: V十147ム(平均利潤)=1005ーで3 ---'-3 . ---. 7" _...~， ----21 
ある。
1 _ _ 1 _ _ _ 1 ，~" __.~_， ._17 
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2 '- ~".._，~. ~_.__5 



















































































































































































































3 ____ 3 _ ，~，~ _~~ ，~~" ~，_ ~-.~，，_~__ 3 ，_̂4 













































































け・・…PF== m-z (7L戸しBは商品買取資本， Zは売買操作資本をあらわす〉によって求めC十 V十 B十 z，'~四
られる。すなわち商人の利潤は (B十 Z)・?である。
このように商人の利潤は (B十 Z)・?であらわされるが，彼は産業資本家から商品を (C十
V十m)一(B十 Z)・P'で買うわけにはL、かない。この価格で買った商品をその価値通り C+V
十 mで販売したのでは売買操作資本を回収しえないからである。これを回収するためには彼の







mで消費者に販売する。この売買差額 (B十 Z). P'十 Zが広義の商業利潤である。もちろんこ
の利潤の全部が商業資本家の利得となるのではない。彼はこのなかから商業労働者の賃金を支
払い，またいろいろの物的施設のためにその費用を支出しなければならない。したがって彼の











までのところ 利潤率は =18%であっF。いまやこの分母に人的費用のため720十 180+100 AV/V'  V/  ~，~ 
180 


















(C十 V)十 B十 b十 K
すれば例題における利潤率は 180一(30十 20〕 =12.496となるであろう。利潤率はさら
720十180十100十30十20
に引き下げられることとなる。 ・・。~資本論~ m， 9， 293頁の設例は商品が価値通りに売






























古 3. _ _ 4 











900 2 _ _. 2 
















180 -50 _ ~ 8 _， 1 180 _ _ 1 _， 1 180 
一般的利潤率 i一一一一一一一 12;;:;% I一一一一一=17 必| ニ17~%|900十100十50-"'21 /U I 900十100十50-"' 7 /U  I 900十100十50-i1 7
1 ___ _8_， ___3 1 __ __L， _， 2 ワ
産業利潤 I900x12 銘 =11-;:;- I 900x17 -，.;- %=154~ I 900x17τ%=154~ト
121'~ --7 1 ---.-. 7'~ ---7 1 ---.-. 7 ~~ -~-7 
__~ .__8 _， __4 __~ .__1 M __5 __~ .__1 _， ~_5 
商業利潤 I 150x12;;:;%ニ 18~ 150x17-，.;-%=25-;:;- 150x17-，.;-;ぢ=25ー
|21'~ --7 --- -. 7 ，- --7 -_- _. 7'~ --7 
生産価値生産者の 1900十1114=10114 1 900十1544=1054~ 1 900十154E=10542商人への販売価格 LJVV I J._.l__J. 7 -.lV J..l 7 JVV  1 .l..."':I: 7 -.1.VU'":I: 4 JVV  j. .1.o.)"j; 7 -.l.V<.J':t 7 














(5)産業資本家が1080の価値ある商品を900CC 十 V)十154~ dp=1054 ~の生産価格で商業資本7 • ----7 
家へ売る。




1 ~ ~ 1 _ _ 1， • ~ 17 
(7)また純粋の流通費50を構所する商品の生産価格は33= C十 8~ V + 7 : dp=48ーである。3:- -3' . 7' --21 
(吋は1080:昨1肱 Xとして計算。また叫VIは土 l叩108ω8印0:1川臼8円3 . . -. 
計算。 (6)と(7)の生産価格の合計は，当然のことであるが10昨である。〉
「名目価値JNominalwertについて 23 
10， ___2 _ . __~2 ~_ _ ，_1 
(8)商業資本家は1005一(=686~ C十171~ V=147: dp)の生産価格をもっ商品(価値として21' _---3 
17 ，-_ 1 _ ~ _ L_ -_ 1 
は1030)に48::(=33: C十 8: V十 7: dp)の生産価格をもっ商品(価値としては50)21 ' --3 -. -3' '7 
10. ，_17 
を流通費として使用し，そこへ 150の資本の平均利潤25ーを加えて， 1080 C1005:~十 48::
+ヰ=1080)で最終消費者へ販売する。
7 -，，~，- -， ---- '----21 . --21 
(9)販売される商品の価値は1030であり，それに付加される名目価値は50である。
2 . __ 5 
(10)マルクスの数字例は1054一十25::+50=1130であり， 50の現物が， 1080以外のところに存7 . --7 
在するとL、う不合理が内在する。
加)r私見」では50の現物が1080のなかにあり， 1030が最終消費者へ販売される。
マルクスの数字例の欠陥を修正するのは，私見のように1080の生産物のうち流通費を構成す
る生産物が50あり，この流通費50を加えて1030の価値ある生産物を販売する，とするか，また
は50の流通費を構所する生産物が1080の生産物以外に，事前に存在するとするしかない。しか
し，マルクスの数字例では， 50が事前に1080以外に存在したとはされていないのであるから，
私見のように考えるのが合理的なのである。
